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2025年12月期

第3四半期実績



事業ハイライト スタメングループ

TUNAG事業のARRが30億円を突破。

FANTS事業のARRは前年同期比で倍増。
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ARR ※1

前年同期比 +7.7億

30.7億円
（前年同期末 22.9億）

TUNAG

利用企業数 ※2

前年同期比 +294社

1,266社
（前年同期末972社）

TUNAG

平均MRR ※2

前年同期比 +5千円

202千円
（前年同期末 196千円）

TUNAG

売上高ストック比率 ※3

前年同期比 ▲6.6pt

83.9%
（前年同期末 90.5%）

TUNAG

ARR ※1

前年同期比 +1.6億円

3.2億円
（前年同期末 1.5億）

FANTS

運営コミュニティ件数 ※2

前年同期比 +324件

490件
（前年同期末 166件）

FANTS

平均MRR ※2

前年同期比 ▲24千円

54千円
（前年同期末 79千円）

FANTS

売上高ストック比率 ※3

前年同期比 +14.5pt

62.9%
（前年同期末 48.4%）

FANTS

※1：四半期末時点のストック収益（MRR）に12を乗じた金額

※2：TUNAG / FANTS の利用企業数、運営コミュニティ件数、平均MRRは、各四半期末時点の実績を記載しております。

※3：TUNAG / FANTS の売上高ストック比率は、期末時点のものではなく、四半期の累計実績を記載しております。



業績ハイライト スタメングループ

売上高は前年同期比+44.6%の高い成長率を継続。

一時的な仕入れコストの増加により、営業利益率は4.4%で着地。
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（百万円）

売上高

売上総利益

利益率

営業利益

利益率

経常利益

当期純利益

2024/12期 3Q 
（前年同期）

709
561

79.1%

155
21.9%

155
71

2025/12期 2Q 
（前四半期）

900
682

75.8%

60
6.7%

63
48

2025/12期 3Q 
（当四半期）

1,025
723

70.5%

44
4.4%

48
31

前年同期比

+44.6%
+28.9%

-8.6pt

-71.1%
-17.5pt

-69.2%
-56.3%

前四半期比

+13.9%
+6.0%
-5.3pt

-26.0%
-2.3pt

-23.9%
-36.4%



月次業績指標の推移 スタメングループ

TUNAGは月次単位で前年比+30%台の成長率を継続。

FANTSは再成長トレンドを維持し、グループ全体の売上高成長に寄与。
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(千円)

当期

前期

前年比増加率(%)

1月

212,401

149,936

41.7%

2月

216,059

152,358

41.8%

3月

221,427

159,917

38.5%

4月

226,601

163,969

38.2%

5月

230,694

168,257

37.1%

6月

239,055

172,463

38.6%

7月

244,428

179,189

36.4%

8月

248,600

188,713

31.7%

9月

256,384

191,438

33.9%

10月

194,880

11月

202,390

12月

207,208

(千円)

当期

前期

22,147

12,451

29,384

10,472

29,160

20,590

22,969

18,985

23,630

10,345

37,153

26,904

  42,629

19,825

49,322

18,850

51,645

20,093 19,753 21,293 23,434

(千円)

当期

前期

前年比増加率(%)

1月

11,383

13,167

-13.5%

2月

12,184

13,318

-8.5%

3月

14,147

12,927

9.4%

4月

16,026

11,886

34.8%

5月

18,897

12,051

56.8%

6月

22,137

12,958

70.8%

7月

24,296

12,856

89.0%

8月

25,778

13,147

96.1%

9月

26,924

13,235

103.4%

10月

10,402

11月

10,725

12月

10,547

(千円)

当期

前期

6,505

5,494

11,577

8,120

18,837

9,828

17,862

11,966

18,242

13,675

18,622

16,916

14,972

15,772

18,052

9,946

12,466

16,195 8,123 15,763 16,981

FANTS事業のストック収益

※TUNAG事業のストック収益

※TUNAG事業のフロー収益

FANTS事業のフロー収益

※：プラットフォーム関連収益に加えて、付帯サービスによる各種収益の規模が拡大してきたため、FY2025 2Qの開示より、過去の数値も含めて、これらの収益を合算した形で収益推移を公表しております。



四半期売上高の推移（連結） スタメングループ

グループ全社での四半期連結売上高が10億円を突破。

グループ全社で高成長を継続。
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四半期売上高の推移

連結※

売上高

(単位：千円)

※連結対象：FY2022 1Qより株式会社STAGE、FY2023 1Qより株式会社スタジアムを連結対象としています。

FY2018 FY2019 FY2020 FY2021 FY2022 FY2023 FY2024 FY2025
1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q

0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

600,000

700,000

800,000

900,000

1,000,000

1,100,000

11,791​ 35,684​
65,762​

111,600​
138,835​ 158,163​

23,280​ 42,265​
96,054​

123,033​ 147,035​
176,684​

219,832​
196,201​

233,732​
264,034​

285,955​293,489​
370,672​

344,907​

411,661​

482,158​
528,866​

577,604​

456,458​

652,544​
709,209​

753,214​
812,384​

900,720​

1,025,566​



四半期営業損益の推移（連結） スタメングループ

プロダクト開発投資や、大型展示会出展などの成長投資を継続しながらも、

前四半期に引き続き、一定水準の営業利益を確保。
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四半期営業損益の推移営業損益

(単位：千円)

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q
-75,000

-50,000

-25,000

0

25,000

50,000

75,000

100,000

125,000

150,000

175,000

-21,657​
-32,497​

-41,910

16,232​
27,900​

49,109​

-47,671​

-23,086​
-17,676

5,431​

-1,094​ -3,642​

17,982​

-2,923​

9,986​
717​ 4,956​

11,719​
19,516​

32,077​

52,125​

24,254​
36,481​

54,918​

27,914​

-19,256​

155,414​

60,593​
47,434​

60,765​

44,942​

※連結対象：FY2022 1Qより株式会社STAGE、FY2023 1Qより株式会社スタジアムを連結対象としています。

FY2018 FY2019 FY2020 FY2021 FY2022 FY2023 FY2024 FY2025

連結
連結

※

※



B/Sの状況 スタメングループ

流動比率は173%、自己資本比率は57.5%と財務安全性を堅持。
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842
固定資産

1,323
流動資産

1,345
純資産

36
固定負債

783
流動負債

自己資本比率 60.1%
2024年 期末

現金預金
1,137

875

89

1,427
純資産

固定負債

流動負債

固定資産

流動資産

881

自己資本比率 57.5%
2025年 第3四半期末

現金預金
1,081

（▲56）⁨⁩
（+91）⁨⁩

（+81）⁨⁩

（+53）⁨⁩

（+188）⁨⁩

（+38）⁨⁩

1,511

単位：百万円
（前期末比）



従業員エンゲージメント事業
(TUNAG)



利用企業数と平均MRRの推移 TUNAG

利用企業数は前四半期比で71社増加し、1,266社に。

平均MRRは単価上昇のトレンドを維持し、202千円で着地。
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利用企業数と平均MRRの推移利用企業数

(単位：社)

平均MRR

(単位：千円)

FY2018 FY2019 FY2020 FY2021 FY2022 FY2023 FY2024 FY2025
1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

31​ 61​ 93​ 123​
155​

198​ 226​ 249​
279​ 293​ 310​ 323​ 349​ 376​ 394​ 422​

452​ 483​
526​

570​
605​

651​
711​

767​
819​

888​
972​

1,056​
1,116​ 1,195​

1,266​

0

25

50

75

100

125

150

175

200

225

103​
111​ 109​ 111​

126​
134​ 139​

151​ 152​ 155​ 157​ 160​ 160​ 161​
167​ 171​ 173​ 177​ 178​ 181​ 185​ 185​ 187​ 189​

195​ 194​ 196​ 196​ 198​ 200​ 202​平均MRR（単位：千円）

※利用企業数

※上記図表に記載の数値は、各四半期末時点のものを記載しております。
※プラットフォーム関連収益に加えて、付帯サービスによる各種収益の規模が拡大してきたため、FY2025 2Qの開示より、過去の数値も含めて、これらの収益を合算した形で収益推移を公表しております。



四半期売上高と収益比率の推移 TUNAG

TUNAG事業全体の売上高成長率は前年比+44.5%で着地。

付帯サービス売上の伸長が、成長を力強く牽引。
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四半期売上高

(単位：千円) 四半期売上高と収益比率の推移

FY2018 FY2019 FY2020 FY2021 FY2022 FY2023 FY2024 FY2025

ストック収益
フロー収益
売上高ストック比率

※1

※2

35,681​ 42,265​65,762​
96,054​111,600​123,030​

138,835​
146,921​157,385​170,141​182,532​196,102​207,761​227,050​

258,202​260,269​
294,853​

321,725​
356,271

384,107
420,173

11,791​ 23,279​

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q
0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

600,000

700,000

800,000

900,000

79%​
84%​

75%​

89%​
84%​

76%​
80%​

87%​ 89%​ 89%​ 91%​ 90%​ 90%​ 90%​ 92%​ 93%​
88%​

95%​ 93%​ 93%​ 92%​ 93%​ 93%​ 91%​ 91%​ 90%​ 91%​ 90%​ 89%​ 84%​

730,580
780,105

668,961
618,111

560,925

505,725
464,084

893,011 千円

（YoY +44.5%️）

※1：TUNAGのシステム利用料と付帯サービスの期間契約売上　

※2：TUNAGの導入初期費用および単発の付帯サービス売上



主要な広告宣伝費の推移 TUNAG

当四半期では約1.7億円をWeb広告や展示会出展に投資。

第4四半期で、売上高成長率のさらなる加速を目指す。
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※1 ：タクシー広告、CM映像制作費等

※2：HR EXPOなどの大型展示会の出展費用等

※3：SNS広告、リスティング広告、ディスプレイ広告等

四半期広告宣伝費の推移
四半期広告宣伝費


(単位：千円)

認知獲得（マス広告）
展示会
リード獲得（Web広告）※3

※1

※2

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q

FY2022 FY2023 FY2024 FY2025

0

25,000

50,000

75,000

100,000

125,000

150,000

175,000

200,000

173,066

88,920

126,077

185,070

70,464

134,143 136,204 137,779

65,657

84,301

65,402
55,675

42,04239,20533,300



直近の事業トピック TUNAG

当四半期においても複数のプロジェクトや

機能アップデートをリリース。
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承継企業向けのプロジェクトをリリース

三星毛糸株式会社と連携し、アトツギ企業に特化した組織
課題解決を目指す「ツナグ アトツギ 共創プロジェクト」を
始動。後継者が抱える「組織変革をどのように進めるか」
という課題に対し、アンバサダー企業も巻き込みながら、
理念浸透や組織づくりの支援をこれまで以上に強化。

東京本社の拡張移転

事業拡大および人員増加に伴い、2025年8月1日（金）に東
京本社を拡張移転。東京本社単独で200名程度の人員が稼
動できるキャパシティを確保。今後も人員拡大を予定して
おり、東京本社を中心とした首都圏での採用活動に注力
し、さらなる事業成長を目指す。

翻訳機能をアップデート

翻訳機能を拡張し、翻訳可能な言語数を日英2言語から100
以上の言語へと大幅に拡大。日本における外国人労働者数
は年々増加し、その方々の母国語も多様化する中で、本
アップデートをきっかけにより多様性のある組織文化の醸
成を支援。

※1：詳細は、https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000333.000023589.htmlをご覧ください。
※2：詳細は、https://stmn.co.jp/news/02747をご覧ください。

※1 ※2

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000333.000023589.html
https://stmn.co.jp/news/02747


コミュニティ

エンゲージメント事業

(FANTS)



運営コミュニティ件数と平均MRRの推移 FANTS

運営コミュニティ件数は、前四半期比で76件増加し490件で着地。

平均MRRは54千円で上昇トレンドを維持。
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運営コミュニティ件数と平均MRRの推移

※：上記図表に記載の数値は、各四半期末時点のものを記載しております。

運営コミュニティ数

(単位：件)

FY2021 FY2022 FY2023 FY2024 FY2025
1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q

0

50

100

150

200

250

300

350

400

450

500

550

29​
43​

94​

138​

181​

131​ 135​ 129​ 126​ 130​ 140​ 140​ 136​
151​

166​ 187​

288​

414​

490​

平均MRR

（単位：千円）

0

20

40

60

80

100

120

140

160

137​

105​

58​
50​

44​

52​

90​
84​

88​
94​ 93​

97​ 95​

85​
79​

56​
49​

53​ 54​

運営コミュニティ数
平均MRR（単位：千円）



四半期売上高と収益比率の推移 FANTS

ストック収益が着実に積み上がっており、

売上高ストック比率は63%まで上昇。
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ストック収益
フロー収益
売上高ストック比率

※1

※2

四半期売上高と収益比率の推移四半期売上高

(単位：千円)

FY2021 FY2022 FY2023 FY2024 FY2025
1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

140,000

13,668​

23,729​ 25,97​0

36,983​

27,752​
31,26​0

46,201​ 48,946​ 51,180

65,860

53,411 50,842

62,856

79,455 81,154
72,543

74,634

111,788

122,491  千円 

(YoY+50.9%️)

53%​
57%​ 58%​

53%​

85%​

70%​

82%​
77%​

68%​

57%​

72%​

78%​

63%​

46%​
48%​

44%​

51%​

51%​

63%​

※1：FANTSのシステム利用料（月額課金）

※2：FANTSの初期費用、プロモーションサイト制作費など



コンテンツ グループ イベント ライブ配信

講師陣 みんなの英語部

図書館 教材

 【新入生向け】ガイダンス
新入生の皆さんへ、英語学習を楽し
むコツや、スムーズにレッスンを

ホーム タイムライン メニュー お知らせ プロフィール

メニュー内に表示

 【新入生向け】ガイダンス

 【新入生向け】ガイダンス
新入生の皆さんへ、英語学習を楽しむコツや、ス
ムーズにレッスンを受けるためのルールをご案
すべて表示

新入生の方へ

おすすめの活用術

新入生の方へ

新入生の方へ
英会話を始めるとき、「うまく話せるかな？」
「どのレッスンを選べばいいの？」と不安を感じ
る方も多いかもしれません。でも、心配はいりま
せん！英会話は少しずつ慣れていくことが大切で
す。このページでは、新しく入会された方がス
ムーズにレッスンを始められるよう、基本的な流
れやポイントをわかりやすくご案内します。




 レッスンを始める前に準備しよう

1 コンテンツ一覧に表示 2 カテゴリごとに情報を集約 3 情報を届ける

NEW ストックコンテンツ機能

継続的に蓄積・活用できる記事や情報の集まりを

作成できる機能をリリース。継続的なコミュニ

ティ運用のために、情報の検索性を担保したり、

新しく加入したメンバー向けの情報共有を簡単に

行えるように。記事の順番変更やファイルの添付

も可能。コミュニティオーナーの運用負荷軽減を

意図した機能を今後も継続的にリリース予定。

直近リリースしたFANTSの新機能 FANTS

新たにストックコンテンツ機能をリリース。

日々増えていくコンテンツを分かりやすく整理。
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2025年12月期

業績見通し



2025年12月期 通期業績見通しの上方修正 スタメングループ

足元の売上高成長の推移に基づき、今期2度目の上方修正を開示。

昨年に引き続き、今期も40%超の売上高成長の実現を確実なものとする。
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期初予想

3,515

100

100

58
※1

6.71
※1

前期比

+30.5%

-55.5%

-55.5%

-57.3%
※1

-9.06
※1

8/4開示

修正後業績予想

3,700

230

230

150
※1

17.23
※1

前期比

+37.4%

+2.4%

+2.3%

+9.2%
※1

+1.46
※1

11/14開示

修正後業績予想

3,770

230

230

150
※1

17.23
※1

前期比

+40.0%

+2.4%

+2.3%

+9.2%
※1

+1.46
※1

(百万円)

売上高

営業利益

経常利益

親会社株主に帰属する

当期純利益

1株あたり

当期純利益（円）

※1：当期純利益の算定にあたって、法人税等は税引前当期(四半期)純利益に対する税効果会計適用後の見積実効税率を乗じて見積計上をしております。

　法人税等には税効果会計の影響を加味して算定しておりますが、実績の業績動向に基づく繰延税金資産の回収可能性の見直しによって、実際に計上される金額と予想数値と異なる場合があります。これにより、当期純利益の実績金額が変動する可能性があります。



2025年12月期 通期業績見通し（上方修正後） スタメングループ

当社はSaaSビジネスをメイン事業としており、例年、3Q・4Qの寄与度が大きい。

通期の予算進捗 72.6% は、昨年度の3Q時点の通期進捗 72.0% を上回るペース。

20※：当期純利益の算定にあたって、法人税等は税引前当期(四半期)純利益に対する税効果会計適用後の見積実効税率を乗じて見積計上をしております。

　法人税等には税効果会計の影響を加味して算定しておりますが、実績の業績動向に基づく繰延税金資産の回収可能性の見直しによって、実際に計上される金額と予想数値と異なる場合があります。これにより、当期純利益の実績金額が変動する可能性があります。

FY2024（参考情報） FY2025（上方修正後の見通し） FY2025（実績）

（百万円）

売上高

営業利益

経常利益

当期純利益

上期実績

1,230

8

9

-19
※

下期実績

1,462

215

215

157

通期実績

2,692

224

224

137

上期実績

1,713

108

112

72
※

下期予想

2,057

122

118

78
※

通期予想

3,770

230

230

150
※

上期実績

1,713

108

112

72
※

3Q累計

2,738

153

160

103

通期進捗率

72.6%

66.6%

70.0%

68.8%
※



補足資料



会社概要 スタメングループ

22

社名

創業

所在地

代表者

従業員数

株式会社スタメン

2016年8月1日（設立：2016年1月29日）

名古屋本社：名古屋市中村区下広井町1-14-8
東京本社：東京都千代田区麹町6-6-2

大西 泰平

連結：180名（2025年9月末時点）

グループ会社

(連結対象)

株式会社スタジアム
株式会社STAGE

事業内容 クラウドセキュリティサービス「Watchy」の企画・開発・運営
エンゲージメントプラットフォーム「TUNAG」の企画・開発・運営



グループ事業内容 スタメングループ

23

主要なサービス名会社名 概要

株式会社スタメン

組織課題の改善に向けた施策の設計、分析画面を用いた改善活動まで、 
ワンストップで 実施可能なプラットフォーム。

人的ミスなど内部からの情報漏洩を防ぐために、社用PCの管理・監視
を行い、管理工数の効率化、情報漏洩対策を支援するクラウドセキュリ
ティサービス。

株式会社スタジアム（グループ会社）

企業向けの従業員エンゲージメントサービスをBtoBtoC向けに拡張し
た、コミュニティのエンゲージメント向上を支援するSaaS型のオンラ
インコミュニティプラットフォーム。

株式会社STAGE（グループ会社）

エンゲージメントやカルチャーマッチを重視した、採用支援サービス。

市場価値を高めるためのサポートや、入社後の定着フォローも実施。



























免責事項およびご注意

36

本資料に掲載する情報は、当社の財務情報、経営方針、経営指標等の提供を目的とし、細心の注意を払って掲載しておりますが、掲載情報の完全性・正確性・安全
性・その他についていかなる表明並びに保証を行うものではありません。



本資料の掲載内容のうち、過去または現在の事実に関するもの以外は、将来の見通しに関する記述に該当します。将来の見通しに関する記述は、現在入手可能な情報
に基づく当社または当社の経営陣の仮定及び判断に基づくものであり、既知または未知のリスクおよび不確実性が内在しています。また、今後の当社または当社の事
業を取り巻く経営環境の変化、市場の動向、その他様々な要因により、これらの記述または仮定は、将来実現しない可能性があります。



本資料は、いかなる有価証券の取得の申込みの勧誘、売付けの申込み又は買付けの申込みの勧誘(以下「勧誘行為」という。) を構成するものでも、勧誘行為を行うた
めのものでもなく、いかなる契約、義務の根拠となり得るものでもありません。



別段の記載がない限り、本資料に記載されている財務データは日本において一般に認められている会計原則に従って表示されています。

当社は、将来の事象などの発生にかかわらず、既に行っております今後の見通しに関する発表等につき、開示規則により求められる場合を除き、必ずしも修正すると
は限りません。



当社以外の会社に関する情報は、一般に公知の情報に依拠しています。



2018年12月期四半期会計期間及び2019年12月期四半期会計期間の財務数値については監査法人による監査を受けておりません。



20XX年12月期を「FY20XX」と記載し、四半期会計期間については「1Q～4Q」と記載しております。



事業計画及び成長可能性に関する事項のアップデートは、本決算と同時に年1回の開示を行う方針です。

（次回は、2026年2月に更新予定）



当資料に記載するKPI等の進捗状況については、四半期毎の決算説明資料等で開示する予定です。


